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教育センターの外観と郷土資料館入り口

１ 館のプロフィール（１）



１ 館のプロフィール（２） 概要

開 館 平成２年（1990）７月２０日

市町村合併 平成１７年（2005）１０月１日
春日部市・庄和町 → 春日部市

博物館登録 令和８年（2026）３月９日

春日部市教育センター （複合施設）

視聴覚センター

教育相談センター

郷土資料館

教育委員会事務局（学校教育・社会教育）
→ 埼玉県鉄道高架建設事務所





１ 館のプロフィール（３） 設備

常設展示室



１ 館のプロフィール（４） 設備

企画展示室



１ 館のプロフィール（５） 設備

＊所管外 視聴覚ホール



１ 館のプロフィール（６） 設備

＊所管外 研修室



１ 館のプロフィール（７） 設備（面積）

教育センターの敷地・建物

敷地面積 ４，３７９㎡

建築面積 ２，０６８㎡

延床面積 ４，９９０㎡

１階 （約４４７㎡） 地下 （約３３７㎡）

常設展示室 ２０８㎡ 整理作業室 ６７㎡

企画展示室 ７０㎡ 収蔵庫 １５０㎡

事務室 ３７㎡ 特別収蔵庫 ４７㎡

学芸研究室 １６㎡

燻蒸室 ２０㎡ 計７８４㎡（その他の空間を含む）



（参考）昭和４８年（１９７３）設置基準
による施設面積と用途別面積

都道府県・
政令指定都市

市町村

建物の延床面積 ６，０００㎡ ２，０００㎡

展示教育活動 ２，５００㎡ ８５０㎡

保管・研究関係 ２，５００㎡ ８５０㎡

管理・その他 １，０００㎡ ３００㎡



１ 館のプロフィール（８） 職員と学芸員

年 度 職員数
（含館長）

学 芸 員 （分 野）

平成２年度 ３ １（考古１）

平成３年度 ４ ２（考古１ 歴史１）

平成９年度 ３ １（歴史１）

平成２３年度 ４ ２（歴史２）

令和元年度 ４ ３（考古１ 歴史２）

令和７年度 ５（常駐４） ４（考古２ 歴史２＊）



１ 館のプロフィール（９） 入館者数の推移

年 度 入館者数 邦人 海外

平成２年度 12,378人
平成12年度 10,197人
平成22年度 7,876人
令和２年度 3,125人
令和３年度 5,721人
令和４年度 7,799人
令和５年度 14,761人 9,652人 5,109人
令和６年度 28,096人 10,528人 17,568人
令和７年度 35,000人 10,872人 24,128人



１ 館のプロフィール（１０）
近年の観光協会・シティーセールスとの連携

英語の案内看板 ＊ 教育センター市民ホール
（撮影スポット）



２ 館の活動（１） 館の基本方針

（１）大宮台地と下総台地、中川低地を基盤として展開されてきた
地域の風土や歴史を学ぶことのできる郷土資料館とする。

（２）春日部市の歴史の変遷や生活文化に関するあらゆる資料（歴
史、民俗、考古、美術、建築、芸能等）を収集・保存し、調査・研究
し、展示や体験学習等による教育普及を図るものとする。

（３）地域社会における生涯学習の場とするため、全市民が参加でき
るような、開かれた資料館とする。

（４）学校教育との関わりを重視し、児童・生徒の郷土の学習に貢献
するものとする。

（５）近隣地域の関連施設とのネットワーク化を図り、広く郷土の文化
遺産に関する情報センターとしての役割を果たす。



２ 館の活動（２）

活 動 内 容

展示・調査
研究

春季展示「中世板碑の世界」
夏季展示「麦わらの春日部」
小学校地域学習展「くらしのうつりかわり」
市の花 藤の企画展示／常設展示追加等

講座・イベン
ト

記念講演会・歴史講座・展示解説講座９回／体験講
座５回／古文書講座・考古学講座等２５回／出前講
座２３回／体験イベント１６回

博学連携 団体見学６回／観光施設見学対応１０回／出張授
業（でばりぃ資料館）１７回

保存・活用 資料寄贈・寄託２３件／資料利用２６件



２ 館の活動（３） 近年の動向（連携）

観光ボランティアとの連携



２ 館の活動（４） 近年の動向（連携）

高齢者福祉分野との連携



２ 館の活動（５） 近年の動向（ICT・デジタル化）

ブログによる情報の発信



２ 館の活動（６） 近年の動向（ICT・デジタル化）

収蔵資料データ
ベースの公開



３ 本館にとっての博物館登録の意味（１）

・取り立てて特徴ある活動をしているわけではない。

・地域の博物館施設としての基本的な機能・役割りを意識しなが
ら活動してきた。

・可能な限り、来館者や利用者の動向と要望に向き合って、活動
してきた。

＊登録博物館ではないが、館の規模相応に、博物
館の機能を果たし、新しい動向にも対応してきた。

何故、博物館「類似」施設なのか？

本館の活動の位置づけ・（自己）評価



３ 本館にとっての博物館登録の意味（２）

これまでの博物館法に定められていた登録基準は、専門的職員としての学
芸員がいるか、博物館資料を持っているか、土地や建物があるか、博物館の
開館日数が150日以上かどうかといった、外形的な要件のみを判断するもので
した。
それらの要件は、博物館としての活動の在り方を問うものではなかったため

に、必ずしも博物館活動の質を保証したり、その向上を促すものではありませ
んでした。
新しい登録制度では、その審査基準として、資料を取り扱う体制や、学芸員を

含む職員の配置、施設・設備について新しい基準を定め、外形的な要素にとど
まらず、活動の実質的な要素についても確認していくこととなります。
また、この改正に伴い、登録審査に際して学識経験者から意見を聞く機会を

設けたり、登録を受ける博物館の活動に関して専門的な知見からのアドバイス
を受けられる仕組みとしました。

（文化庁 博物館総合サイト「法改正で変わる日本の博物館」―「博物館登録制
度」―「登録審査基準の見直し」より）

博物館法改正と登録基準の見直し



３ 本館にとっての博物館登録の意味（３）

外形的評価から活動内容の評価へ、
そして活動の質の保証と向上に寄与するものに

端的に言うと、
①開館時は面積と職員要件、活動の未熟さ（展示・
教育普及偏重）で登録博物館になれなかったが、
何とか博物館の基本的機能を果たし、来館者・利
用者動向に対応した活動を継続して実施してきた。
②こうした活動の継続と蓄積が評価され、その活動
の支援を受けることが可能となる制度となった。

登録博物館の審査基準



３ 本館にとっての博物館登録の意味（4）

①庁内理解の促進

→ 本市のような、著名な歴史・文化遺産を
有しないような自治体では、館の存在と活
動を認知してもらい、評価してもらう機会
となる

例えば ・登録申請の市長決裁
・教育委員会への報告
・市議会常任委員会への報告



３ 本館にとっての博物館登録の意味（５）

※地域の文化財の保存と活用の促進に寄与
文化財の保存・活用施設
地域の歴史文化の拠点となる施設

博物館に登録される
→ 市の総合振興計画や文化財保存活用地域

計画に謳われている文化財行政と、それに
関連する郷土資料館の事業に根拠を与える
（追加する）ものとなる

②文化財行政の充実



春日部市総合振興計画 後期（2023年策定）

政策3－4 文化・芸術や郷土の歴史を大切にするまちをつく
る

施策3－4－2 郷土の歴史と文化遺産の保存と活用

取組（4）郷土資料館の充実
◆博物館の基本的機能である、資料の展示、教育普及、収
集・保存、調査・研究の充実、ICTなどの活用を推進し、地域
の歴史的魅力を生かしたまちづくりに貢献します。

◆常設展示の更新と充実、収集した資料の整理、公開、利用
を促進し、市民の生涯学習や学校教育、観光、まちづくり、

高齢者福祉との連携を推進します。



３ 本館にとっての博物館登録の意味（６）

春日部市文化財保存活用地域計画（2023年認定）

方針１－３－７ 郷土資料館の充実を図る
事業３３ 郷土資料館の機能の拡充

令和４年度現在、郷土資料館は「博物館類似施設」である
が、改正博物館法に基づき、博物館としての基本的機能を
充実させ、従来の社会教育・学校教育のほかに、観光・ま
ちづくり・福祉など多様な連携を図るため、施設や体制の
拡充について検討する。

事業３４ 郷土資料館常設展示の拡充・更新
事業３５ 郷土資料館企画展示の開催
事業３６ 郷土資料館デジタルミュージアムの促進
事業３７ 郷土資料館各種講座・講演会の開催
事業３８ 博物館実習の受入れ
事業３９ 郷土資料館オリジナルグッズの開発



４ 今後の展望（１）

来館者感想
・見た目第一。展示スペースが狭い

 ・中身（内容）もきちんと見てくれる人も相当数いる
 
＊今のところ、物理的なスペース拡張は叶いそうにない
→ デジタル技術やＩＣＴを活用した展示法の充実

多言語化

＊奥行きと広がりを持たせた展示・活動の工夫
→ 新しい技術や工夫で何とかしたい

博物館登録により、財政的・技術的・マンパワー
など各種支援を受けたい

①本館の課題と展望



４ 今後の展望（２）

・博物館法の精神や内容を具体化したもの

＊地域博物館としては、「地域」・「地域社会」の
用語が頻繁に用いられていることに注目したい

新・旧→
↓ことば

新基準
（2026）

旧基準
（2011）

郷土 1 0
地域 7 （1）

地域住民 11 3

②博物館の設置及び運営上の望ましい基準の全部改正



４ 今後の展望（３）

・地域社会・行政における博物館の設置意義・存在意
義を意識したものと、さしあたりは理解。

・地域博物館にとっては、まさに、地域の歴史・文化
事象や史資料を価値づけて、魅力を市民一般に伝え
て、地域課題の解決に活かしていくか、後世に伝え
ていくか、という普遍的なミッション（使命）に通
じるもの。

・行政や市民への説明、本館自らの活動の評価・反省
に活かしていきたい。

②博物館の設置及び運営上の望ましい基準の全部改正



Fin
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